
白山信仰から生まれた伝統の踊り

「白鳥おどり」「白鳥の拝殿踊り」「白鳥おどり」「白鳥の拝殿踊り」

の歴史を学ぶの歴史を学ぶ

「白鳥おどり」「白鳥の拝殿踊り」
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白
鳥
町
は
、
そ
の
昔
、
富
士
山
、

立
山
と
並
ぶ
三
名
山
の
一
つ
、
白
山

へ
の
信
仰
の
東
海
側
の
拠
点
「
美
濃

馬
場
」
と
し
て
、
登
拝
者
は
「
山
に

千
人
」
「
麓
に
千
人
」
と
い
わ
れ
る

ほ
ど
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
郡
上
の
盆
踊
り
は
、
念
仏
踊
り
や

風
流
踊
り
を
源
流
と
し
な
が
ら
、
白

山
民
謡
文
化
圏
に
お
い
て
、
白
山
信

仰
と
の
関
わ
り
の
中
で
成
立
し
た
と

推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
白
山
中
宮
長
滝
寺
や
石
徹

白
の
白
山
中
居
神
社
に
は
、
様
々
な

修
行
者
、
登
拝
者
た
ち
が
往
来
し
、

彼
ら
が
伝
え
た
念
仏
踊
り
や
歌
念
仏

と
白
山
を
誉
め
る
唱
歌
が
結
合
し

て
、
白
鳥
お
ど
り
の
中
で
最
も
古
い

「
場
所
踊
り
」
に
な
っ
た
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
享
保
８
年
の
長
滝
寺
経
聞
坊
「
留

記
」
の
記
事
に
「
盆
中
お
宮
に
て
踊

り
申
す
事
、
奉
行
よ
り
停
止
の
書
状

到
来
」
と
い
う
白
山
中
宮
長
滝
寺
に

お
け
る
盆
踊
り
停
止
命
令
が
あ
っ
た

よ
う
に
そ
れ
ま
で
境
内
で
の
盆
踊
り

が
慣
習
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

　
江
戸
中
期
以
降
の
諸
資
料
に
は
、

白
山
中
宮
長
滝
寺
を
は
じ
め
、
 郡
  上
 

ぐ
 
じ
ょ
う

 郡
  上
保
  筋
 の
寺
社
境
内
に
お
い
て
、

ぐ
ん
 
か
み
の
ほ
 
す
じ

盆
踊
り
が
毎
年
行
わ
れ
、
近
郷
か
ら

も
踊
り
に
往
来
し
て
い
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
江
戸
中
期
以
来
昭
和
前
期
ま
で
、

郡
上
の
盆
踊
り
は
拝
殿
踊
り
と
し
て

続
き
ま
し
た
。
神
社
の
拝
殿
の
中
央

に
は
悪
霊
除
け
の
花
笠
に
由
来
す
る

切
子
灯
籠
が
吊
り
下
げ
ら
れ
、
美
声

自
慢
の
若
者
た
ち
が
音
頭
を
取
り
合

い
、
板
敷
き
の
拝
殿
の
床
で
下
駄
の
音

を
鳴
り
響
か
せ
、
近
所
の
若
い
衆
も
往

来
し
、
輪
を
つ
く
っ
て
踊
り
ま
し
た
。

　
明
治
維
新
後
、
政
府
が
推
し
進
め

た
急
速
な
欧
米
化
政
策
は
、
盆
踊
り

や
村
芝
居
等
の
民
俗
的
風
習
を
否
定

す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
受
け
て

岐
阜
県
は
明
治
７
年
、
盆
踊
り
禁
止

の
布
達
を
出
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

盆
踊
り
は
廃
絶
す
る
こ
と
な
く
細
々

と
受
け
継
が
れ
、
大
正
末
期
に
伝
統

芸
能
の
復
活
の
機
運
が
高
ま
る
と
、

白
鳥
町
で
も
盆
踊
り
保
存
と
伝
承
の

動
き
が
出
ま
し
た
が
、
満
州
事
変
か

ら
太
平
洋
戦
争
へ
と
戦
争
が
激
化
す

る
中
で
消
え
て
い
き
ま
し
た
。

　
戦
後
、
各
地
で
盆
踊
り
の
復
活
の

機
運
が
高
ま
る
と
、
昭
和
　
年
、「
白

２２

鳥
踊
り
保
存
会
」
が
設
立
さ
れ
、
白

鳥
神
社
な
ど
で
拝
殿
踊
り
と
し
て
踊

り
継
が
れ
て
き
た
白
山
民
謡
文
化
圏

の
多
く
の
盆
踊
り
の
種
目
の
中
か

ら
、
代
表
的
な
い
く
つ
か
の
踊
り
種

目
を
選
ん
で
「
白
鳥
お
ど
り
」
と
し

て
整
備
し
ま
し
た
。

　
昭
和
　
年
代
に
入
る
と
、
白
鳥
町

３０

は
こ
の
踊
り
を
観
光
に
生
か
そ
う
と

考
え
、
切
子
灯
籠
を
街
頭
に
吊
る
し
、

笛
、
太
鼓
、
三
味
線
な
ど
の
鳴
り
物

を
入
れ
、
踊
り
屋
台
を
囲
ん
で
、
街

頭
で
踊
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
神

社
で
の
拝
殿
踊
り
の
伝
統
を
生
か
し

た
白
鳥
お
ど
り
は
、
郡
上
お
ど
り
と

は
異
な
る
特
色
を
持
ち
、「
神
代
（
ド

ッ
コ
イ
サ
）
」
、
「
世
栄
（
エ
ッ
サ
ッ

サ
）
」
な
ど
の
テ
ン
ポ
の
速
い
踊
り

は
、
若
者
を
は
じ
め
多
く
の
人
た
ち

に
愛
好
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
拝
殿
踊
り
の
古
い
姿
を
保

存
伝
承
す
る
た
め
に
「
白
鳥
拝
殿
踊

り
保
存
会
」
が
組
織
さ
れ
、
毎
年
７

月
９
日
長
滝
白
山
神
社
、
８
月
　
日
１６

前
谷
白
山
神
社
、
８
月
　
日
白
鳥
神

１７

社
、
８
月
　
日
野
添
貴
船
神
社
に
お

２０

い
て
、
楽
器
や
太
鼓
を
伴
わ
な
い
本

来
の
拝
殿
踊
り
が
催
さ
れ
ま
す
。「
白

鳥
の
拝
殿
踊
り
」
は
、
平
成
　
年
に

１３

岐
阜
県
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
さ
れ
、
平
成
　
年
に
は
国
選
択
無

１５

形
民
俗
文
化
財
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
白
鳥
お
ど
り
は
、
全
国
的
な
民
謡

ブ
ー
ム
に
乗
っ
て
年
々
盛
大
に
な

り
、
踊
り
の
回
数
も
増
え
ま
し
た
。

昭
和
　
年
代
か
ら
は
、
期
間
も
７
月

４０

下
旬
か
ら
８
月
下
旬
ま
で
に
な
り
、

お
盆
の
三
日
間
は
、
徹
夜
で
踊
ら
れ

ま
す
。
奥
美
濃
し
ろ
と
り
の
夏
の
風

物
詩
と
し
て
、
そ
し
て
後
世
に
保
存

伝
承
す
べ
き
貴
重
な
民
俗
芸
能
と
し

て
踊
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　郡上の夏を盛り上げる「郡上おどり」「白鳥おどり」「白鳥

の拝殿踊り」ですが、今年は新型コロナウイルス感染症の影

響により、開催見合わせとなりました。踊りのない「静かな

夏」となりましたが、この機会だからこそ、踊りについて改

めて考え、踊りの歴史や輪を絶やさないことが大切です。

　今月号は、前回の「郡上おどり」と同様に「白鳥おどり」

および「白鳥の拝殿踊り」についての歴史を学ぶきっかけと

なるような内容としました。

踊
り
の
原
点
は

　
白
山
信
仰
に
あ
り
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①
場
所
踊
り

　
江
戸
時
代
の
盆
踊
り
の
中
心
的
な

踊
り
で
、
８
種
目
の
中
で
最
も
古
い

踊
り
で
す
。
か
つ
て
は
郡
上
市
内
の

八
幡
町
以
北
に
分
布
し
、
明
治
中
期

頃
ま
で
は
盛
ん
に
踊
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
戦
争
を
境
に
す
た
れ
て
今
で

は
ほ
と
ん
ど
踊
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
踊
り
を
知
る
古
老
に
よ
る
と
、

一
晩
中
踊
り
明
か
し
、
動
作
は
単
純

素
朴
、
速
度
の
ゆ
る
や
か
な
踊
り
で
、

長
時
間
踊
り
続
け
る
こ
と
が
容
易
だ

っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

②
ド
ッ
コ
イ
サ
（
神
代
）

　
囃
し
言
葉
か
ら
呼
ば
れ
て
い
る
種

目
名
で
す
。
こ
の
「
ド
ッ
コ
イ
サ
」

の
囃
し
言
葉
を
持
つ
踊
り
は
、
隣
接

の
奥
越
前
と
岐
阜
県
の
関
市
板
取
で

踊
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
こ
の
種
目

は
、
越
前
に
隣
接
す
る
滋
賀
県
湖
西

に
発
し
た
も
の
が
伝
来
し
た
も
の
だ

と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
農
作
業
に

疲
れ
た
一
時
、
肩
に
手
を
か
け
た
り
、

馬
の
背
に
手
を
乗
せ
て
「
ド
ッ
コ
イ

サ
」
を
歌
い
な
が
ら
、
一
日
の
労
働

の
終
わ
り
を
喜
び
合
っ
た
で
あ
ろ
う

情
景
を
思
い
取
れ
ま
す
。

③
エ
ッ
サ
ッ
サ
（
世
栄
）

　
奥
越
前
や
岐
阜
県
の
関
市
板
取
、

高
山
市
荘
川
町
に
ま
で
広
が
っ
て
い

る
踊
り
種
目
で
す
。
輪
の
中
で
歌
い

手
が
音
頭
を
取
り
な
が
ら
逆
回
り
に

踊
り
ま
す
。
全
体
的
に
テ
ン
ポ
が
速

い
白
鳥
の
拝
殿
踊
り
の
中
で
も
、
特

に
テ
ン
ポ
が
速
い
で
す
。

④
ヨ
イ
サ
ッ
サ
（
老
坂
）

　
花
づ
く
し
数
え
歌
に
続
い
て
、
宝

暦
騒
動
に
お
け
る
名
主
善
右
衛
門
と

娘
お
せ
き
の
物
語
が
、
口
説
き
で
歌

わ
れ
ま
す
。
こ
の
踊
り
で
も
、
輪
の

中
で
歌
い
手
が
音
頭
を
取
り
な
が
ら

逆
回
り
で
踊
り
ま
す
。

⑤
猫
の
子

　
近
世
農
家
で
は
籾
を
食
べ
る
害
獣

で
あ
る
ネ
ズ
ミ
を
捕
る
猫
が
飼
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
歌
詞
に
も
ネ
ズ
ミ
を

捕
る
猫
が
唱
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
踊

り
は
、
子
猫
の
所
作
を
真
似
た
踊
り

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
作
業
歌
か
ら

盆
踊
り
に
転
化
し
た
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。
奥
越
前
か
ら
石
川
県
白
山
山

麓
に
ま
で
流
布
し
て
い
る
踊
り
種
目

で
あ
り
、
岐
阜
県
で
は
大
和
町
・
八

幡
町
・
美
並
町
、
さ
ら
に
関
市
板
取
・

洞
戸
に
も
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑥
シ
ッ
チ
ョ
イ

　
隣
接
の
福
井
県
の
大
野
市
旧
和
泉

村
か
ら
大
野
市
山
間
部
、
さ
ら
に
平

坦
部
に
ま
で
流
布
し
て
い
る
種
目

で
、
岐
阜
県
で
は
白
鳥
町
で
し
か
踊

ら
れ
て
い
な
い
種
目
の
一
つ
で
す
。

白
鳥
町
と
大
和
町
徳
永
の
お
寺
づ
く

し
数
え
歌
が
歌
わ
れ
ま
す
。

⑦
ヤ
ッ
サ
カ
（
八
ッ
坂
）

　
古
く
は
、
こ
の
地
方
で
家
屋
を
建

て
る
の
に
先
立
ち
、
隣
り
近
所
の
村

人
が
集
ま
り
、
石
搗
の
労
働
奉
仕
を

す
る
習
わ
し
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

時
の
歌
が
「
ヤ
ッ
サ
カ
」
で
あ
っ
た

と
い
わ
れ
ま
す
。
一
説
に
は
、
こ
の

地
方
の
養
蚕
が
盛
ん
で
あ
っ
た
頃
、

生
糸
を
紡
ぐ
糸
引
き
娘
が
作
業
の
時

に
歌
っ
た
と
も
い
わ
れ
ま
す
。
い
ず

れ
に
し
て
も
労
働
歌
か
ら
踊
り
歌
に

な
っ
た
も
の
で
す
。
福
井
県
の
大
野

市
真
名
川
流
域
、
関
市
板
取
で
も
踊

ら
れ
て
い
る
曲
の
一
つ
で
す
。

⑧
源
助
さ
ん

　
江
戸
時
代
の
お
座
敷
歌
で
も
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
種
目
で
、
白
山
民
謡

文
化
圏
本
来
の
種
目
で
は
な
い
と
思

わ
れ
ま
す
。
三
河
・
越
前
に
も
あ
り
、

発
祥
・
伝
承
経
路
は
明
ら
か
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
大
正
期
頃
、
愛
知
県

の
製
糸
工
場
へ
女
工
に
行
っ
て
い
た

人
た
ち
が
郷
里
へ
伝
え
た
よ
う
で

す
。
現
在
岐
阜
県
で
は
、
白
鳥
町
と

高
鷲
町
の
み
で
踊
ら
れ
て
い
ま
す
。

白
鳥
町
で
は
、
こ
の
踊
り
を
「
場
開

き
の
踊
り
」
と
し
て
い
ま
す
。

　
他
に
も
「
さ
の
さ
」
「
よ
い
と
そ

り
ゃ
」
な
ど
数
曲
の
演
目
が
伝
承
さ

れ
て
い
ま
す
。

国
選
択
無
形
民
俗
文
化
財

白
鳥
の
拝
殿
踊
り
8
種
目

の
紹
介

　白鳥の拝殿踊りは、江戸時代中期から、現在の

白鳥町各地域の寺社の境内で、お盆の時期に踊ら

れていたようですが、今では長滝白山神社・前谷

白山神社・白鳥神社・貴船神社などに残るのみと

なっています。（国選択無形民俗文化財）

　
各
踊
り
の
歴
史
を
学
び
、
奥
深
さ

を
知
れ
ば
、
踊
る
楽
し
さ
は
一
層
増

す
と
思
い
ま
す
。
来
年
の
夏
は
、
踊
り

会
場
で
楽
し
く
踊
り
ま
し
ょ
う
!


